
洸
楓
座
は
、
東
京
新
橋
を
本
部
と
し
て

〝
新
橋
ま
ち
な
か
大
学
院
〟〝
上
総
ま
ち
な

か
大
学
院
〟〝
軽
井
沢
ま
ち
な
か
大
学
院
〟

を
開
催
、
防
災
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
芸

術
文
化
な
ど
、
地
域
の
課
題
解
決
を
考
え

る
こ
と
を
通
じ
て
、
地
域
と
地
域
を
つ
な

ぐ
活
動
を
し
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
講
師
と
参
加
者

上
総
ま
ち
な
か
大
学
院
は
、
千
葉
県
の

い
す
み
市
で
開
催
し
て
い
る
。
２
０
２
１

年
の
３
月
11
日
は
、
東
日
本
大
震
災
の
10

年
目
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
年
３
月
か
ら

12
月
ま
で
、
毎
月
11
日
に
、「
過
現
未
（
過

去
・
現
在
・
未
来
）
に
よ
る
防
災
対
策
」

と
い
う
講
座
を
開
催
。
３
月
11
日
は
、
キ

ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
い
す
み
市

の
太
東
埼
灯
台
広
場
に
太
田
洋
市
長
を
迎

え
て
防
災
鎮
魂
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。

軽
井
沢
ま
ち
な
か
大
学
院
（
２
０
２
１

年
度
設
立
）
は
、
設
立
の
前
段
階
と
し
て
、

２
０
２
０
年
度
に
防
災
に
関
す
る
朗
読
会

や
討
論
会
を
実
施
し
た
。
２
０
２
１
年
度

は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
大
学
院
独
自
の
イ

ベ
ン
ト
は
せ
ず
、
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動

に
参
加
。
２
０
２
２
年
度
は
地
元
の
子
ど

も
食
堂
で
防
災
食
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
実
施
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
活
動
で
は
、
研
究
者
や
弁
護

士
、
自
治
体
議
員
、
首
長
、
マ
ス
コ
ミ
関

係
者
な
ど
多
彩
な
人
が
講
師
と
し
て
登

壇
。
参
加
者
は
、
一
般
市
民
や
議
員
や
自

治
体
職
員
の
ほ
か
、
軽
井
沢
で
は
別
荘
の

住
民
や
観
光
客
な
ど
も
参
加
し
た
。

「
で
き
る
状
況
づ
く
り
」
と
は
？

筆
者
は
、
か
つ
て
千
葉
大
学
工
学
部
の

教
員
で
あ
っ
た
。
あ
る
時
、
教
育
学
部
が

主
催
す
る
特
別
支
援
教
育
研
修
会
の
研
修

授
業
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
招
待

さ
れ
て
参
加
し
た
研
修
会
で
、
多
く
の
教

師
が
プ
レ
ゼ
ン
で「
で
き
る
状
況
づ
く
り
」

と
い
う
言
葉
で
教
育
の
あ
り
様
を
説
明
し

て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
特
別
支
援

学
校
の
生
徒
は
、
発
達
が
遅
れ
て
い
る
子

も
多
い
が
、
一
面
に
は
優
れ
た
能
力
を
持

つ
子
も
い
る
。
ま
た
、
課
業
と
関
心
が
一

致
し
な
い
と
飽
き
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い

が
、
教
育
課
程
は
、
小
学
部
・
中
学
部
・

高
等
部
ま
で
で
あ
り
、
そ
の
後
は
で
き
る

だ
け
自
力
で
生
き
て
い
け
る
よ
う
な
力
を

付
け
て
あ
げ
る
必
要
が
あ
る
。
課
業
に
対

し
て
主
体
的
に
成
し
遂
げ
る
体
験
を
教
育

の
主
眼
と
し
て
、
達
成
感
や
満
足
感
を
身

に
付
け
さ
せ
る
た
め
の
教
育
的
方
針
（
モ

ッ
ト
ー
）
が
、
こ
の
「
で
き
る
状
況
づ
く

り
」
と
い
う
合
言
葉
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
「
で
き
る
環
境
づ
く
り
」
で
は

な
い
。
こ
こ
で
環
境
と
状
況
の
違
い
を
明

ら
か
に
し
て
お
き
た
い
（
図
１
）。
一
般

に
「
環
境
」
は
主
体
者
の
周
囲
の
条
件
な

ど
を
指
す
が
、
主
体
者
は
含
ま
な
い
。
一

方
「
状
況
」
は
環
境
と
と
も
に
主
体
者
を

含
む
。「
で
き
る
状
況
づ
く
り
」
は
、
主

体
者
と
と
も
に
周
囲
の
条
件
を
整
備
す
る

こ
と
で
あ
る
。

こ
の
言
葉
を
生
み
出
し
た
の
は
、
元
・

千
葉
大
教
育
学
部
養
護
学
校
の
校
長
だ
っ

た
小
出
進
氏
（
研
修
会
当
時
、
植
草
学
園

大
学
学
長
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
言
葉
は
、

教
育
以
外
で
の
多
く
の
課
題
解
決
の
モ
ッ

ト
ー
（
合
言
葉
）
と
も
な
る
。
地
域
活
性

化
は
、
そ
の
好
対
象
と
い
え
る
。

「
工
」
は
、
天
と
地
を
つ
な
ぐ 

モ
ノ
づ
く
り

あ
る
地
域
に
暮
ら
し
住
ん
で
い
る
と
、

慣
れ
親
し
ん
で
い
る
現
実
の
な
か
に
埋
没

「
で
き
る
状
況
づ
く
り
」で
、
地
域
活
性
化

―
地
域
の
〝
大
学
院
〟
で
課
題
解
決
―佐

藤
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図１　環境と状況の比較
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し
、
そ
の
良
さ
や
価
値
ば
か
り
か
、
課
題

や
問
題
も
認
識
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
。

課
題
や
問
題
は
、
図
２
の
よ
う
に
、
現
状

と
理
想
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
い
う
。
問
題
解
決

と
は
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
無
く
す
こ
と
、

す
な
わ
ち
現
状
と
理
想
が
一
致
し
た
状
態

を
つ
く
る
こ
と
を
い
う
。
地
域
活
性
化
で

も
重
要
な
こ
と
は
、
課
題
発
見
で
あ
り
、

理
想
の
設
定
や
認
識
で
あ
る
。

課
題
解
決
の
身
近
な
説
明
に
は
、
漢
字

の「
工
」の
意
味
が
使
え
る
。
漢
字
の「
工
」

は
、《
モ
ノ
づ
く
り
》を
意
味
す
る（
図
３
）。

こ
の
漢
字
は
、「
上
の
一
」
が
「
天
」（
理

想
）
を
意
味
し
、「
下
の
一
」
は
「
地
」（
現

実
）
を
意
味
す
る
。
現
実
に
は
な
い
が
あ

る
と
便
利
な
も
の
を
考
え
、
そ
れ
を
現
実

化
す
る
こ
と
が
《
モ
ノ
づ
く
り
》
で
あ
る
。

そ
れ
は
、「
天
と
地
を
つ
な
ぐ
」（
上
下
の

一
を
、
縦
の
棒
―
で
結
ぶ
）
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
図
２
に
示
し
た
課
題

解
決
（
問
題
解
決
）
と
一
致
す
る
。

地
域
活
性
化
は
、「
地
域
づ
く
り
」
と

も
い
わ
れ
る
。「
こ
う
な
っ
た
ら
い
い
な

と
考
え
る
理
想
の
地
域
」
を
考
え
る
。
そ

れ
を
実
現
す
る
こ
と
が
「
地
域
づ
く
り
」

で
あ
る
。
筆
者
は
、
こ
れ
を
、《
地
域
ｒ

ｅ
づ
く
り
》
と
呼
ん
で
い
る
。《
ｒ
ｅ
》

は
《regeneration

》=

《
再
生
》
で
あ
り
、

地
域
ｒ
ｅ
づ
く
り
は
、
現
実
を
認
識
し
、

望
ま
し
い
地
域
（
理
想
）
を
デ
ザ
イ
ン
し
、

そ
の
輝
き
を
再
生
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
現
実
と
理
想
を
つ
な
ぎ
、
両
者
を
一
致

さ
せ
現
実
化
す
る
材
料
が
地
域
資
源
で
あ

り
、そ
れ
を
活
用
す
る
の
が
人
材
（
人
財
）

で
あ
る
。地
域
資
源
を
活
か
す
し
く
み（
シ

ス
テ
ム
）
が
、
設
計
（
デ
ザ
イ
ン
）
で
、

技
術
と
人
財
が
重
要
と
な
る
。

産
業
の
10
次
化
・ 

人
材
育
成
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ

自
然
豊
か
な
地
域
に
は
第
１
次
産
業
の

地
域
資
源
が
あ
り
、
そ
れ
を
第
２
次
、
第

３
次
産
業
と
結
び
付
け
る
「
産
業
の
６
次

化
」
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
少

子
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
に
よ
り
、
人
材

と
し
て
の
若
者
の
育
成
が
必
要
で
あ
る
。

「
若
者
の
人
材
育
成
」
か
つ
「
若
者
が
得

意
と
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
」
を
結
び
付
け
て

第
４
次
産
業
と
呼
び
、
こ
れ
に
６
次
化
産

業
を
足
し
算
す
る
と
「
産
業
の
10
次
化
」

と
な
る
。

特
別
支
援
学
校
で
の
教
育
と
同
じ
く
、

単
に
環
境
を
整
え
て
提
供
す
る
だ
け
で
な

く
、
主
体
者
と
し
て
の
地
域
の
若
者
が
、

自
ら
解
決
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
と
と

も
に
、
地
域
や
地
元
の
産
業
と
結
び
付
け

て
、
愛
着
と
自
信
を
覚
え
、
自
慢
で
き
る

よ
う
に
す
る
。
そ
れ
を
「
で
き
る
状
況
」

を
つ
く
り
出
す
こ
と
が
要
と
な
る
。

地
方
の
活
性
化
は
日
本
再
生
そ
の
も
の

で
あ
る
。
地
元
や
地
域
の
魅
力
を
共
有
す

る
気
持
ち
を
、
主
体
者
た
る
若
者
に
醸
成

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

地
元
の
産
業
を
担
っ
て
き
た
先
輩
が
、
そ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
魅
力
や
誇
り
を
若
者
に
伝

え
、
実
践
で
き
る
よ
う
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ

Ｉ
な
ど
も
活
か
し
な
が
ら
「
人
材
育
成
」

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
特
別

支
援
学
校
の
教
師
の
役
割
と
同
じ
で
あ
る
。

教
育
は
、
将
来
に
出
会
う
問
題
や
課
題

を
自
己
解
決
で
き
る
よ
う
な
判
断
力
と
技

術
を
、
生
徒
が
教
師
と
一
体
と
な
っ
て
身

に
付
け
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
経
験
と

知
恵
の
会
得
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
、

地
域
や
地
方
の
再
生
の
た
め
の
Ｓ
Ｇ
Ｄ
ｓ

の
一
つ
で
も
あ
る
。

図４　産業の 10 次化による地域 re づくり

図３　工の字の成り立ち（会意文字） 図２　問題と問題解決の図式表示
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